
平成３０年度秋田県財務書類（一般会計等）の概要　　　　　（単位：億円）

※　表内の金額については、端数処理のため合計額が一致しない場合がある。

③純資産変動計算書　：純資産の１年間の増減を表示

令 和 ２ 年 ３ 月 ３ １ 日
秋 田 県 出 納 局 会 計 課

②行政コスト計算書　：１年間の行政サービスに費やしたコストを表示 

④資金収支計算書　：１年間の現金の受払いを表示

 ①貸借対照表　：財産（資産）の規模とその資産形成の財源（負債・純資産）を表示

科目名 Ｈ30 Ｈ29 増減額 科目名 Ｈ30 Ｈ29 増減額

【資産の部】 【負債の部】

①固定資産 15,004 15,321 △ 316 ④固定負債 13,055 13,247 △ 192

   有形固定資産 13,087 13,349 △ 262      地方債 11,661 11,765 △ 104

   無形固定資産 363 364 △ 0      その他 1,394 1,482 △ 88

   投資その他の資産 1,554 1,608 △ 54 ⑤流動負債 1,027 962 65

②流動資産 492 443 49     １年内償還予定地方債 917 847 70

   現金預金 123 107 17 　　 その他 110 115 △ 4

   その他 368 336 33 ⑥負債合計（④＋⑤） 14,082 14,209 △ 127

【純資産の部】

⑦純資産合計 1,414 1,554 △ 140

③資産合計（①＋②） 15,496 15,763 △ 267
⑧負債及び純資産合計
（⑥＋⑦）

15,496 15,763 △ 267

長期未払金

退職手当引当金等

未払金　　　　　 　 　    　　

賞与引当金等

未収金

短期貸付金

財政調整基金等

科目名 Ｈ30 Ｈ29 増減額

①経常費用 5,458 4,673 784

    　業務費用（人件費、物件費等） 2,513 2,600 △ 87

    　移転費用（繰出金、補助金等） 2,945 2,073 872

②経常収益 512 168 345

   　 使用料及び手数料 70 70 △ 0

    　その他 442 97 345

③純経常行政コスト（①-②） 4,945 4,505 440

④臨時損失 131 60 70

⑤臨時利益 6 2,165 △ 2,159

⑥純行政コスト（③＋④-⑤） 5,070 2,401 2,669

 科目名 Ｈ30 Ｈ29 増減額

 ①前年度末純資産残高 1,554 582 972

    ②純行政コスト（△） △ 5,070 △ 2,401 △ 2,669

    ③財源 4,944 4,279 665

       税収等 3,768 3,504 263

       国県等補助金 1,176 774 402

 ④本年度差額（②＋③) △ 126 1,878 △ 2,004

    ⑤資産評価差額 - 0 -

    ⑥無償所管換等 △ 14 △ 905 891

 ⑦本年度純資産変動額（④＋⑤＋⑥） △ 140 972 △ 1,113

 ⑧本年度末純資産残高（①＋⑦） 1,414 1,554 △ 140

科目名 Ｈ30 Ｈ29 増減額

①業務活動収支 △ 273 △ 254 △ 19

②投資活動収支 328 380 △ 51

③財務活動収支 △ 41 △ 121 80

④本年度資金収支額（①＋②＋③） 15 5 10

⑤前年度末資金残高 98 93 5

⑥本年度末資金残高（④＋⑤） 113 98 15

⑦前年度末歳計外現金残高 9 9 0

⑧本年度歳計外現金増減額 2 0 2

⑨本年度末歳計外現金残高（⑦＋⑧） 11 9 2

⑩本年度末現金預金残高（⑥＋⑨） 123 107 17

　純資産残高は１，４１４億円となり、前年度比１４０億円減少。

・純経常行政コストは４，９４５億円となり、補助金等の増加などにより、
  前年度比４４０億円増加。
 ・純経常行政コストに臨時損益を加減した純行政コストは５，０７０億円
  となり、前年度比２，６６９億円増加。
 ・減価償却費、引当金繰入など現金支出を伴わない支出も含まれる。
 ・平成２９年度に、道路資産減価償却の算定方法について、それまで
   取得 時期を一律に仮定していたものを各路線毎の取得時期を基準と
   して算定する方法に改めた結果、資産額が２,０５０億円増加した特殊
  要因があったため、平成３０年度は臨時利益が２, １５９億円減少。

・資産合計は１兆５，４９６億円となり、減価償却による資産の減少などに

  より、前年度比２６７億円減少。

 ・負債合計は１兆４，０８２億円となり、地方債及び退職給与引当金等の

   減少などにより、前年度比１２７億円減少。

 ・資産から負債を差し引いた純資産合計は１，４１４億円となり、前年度

   比１４０億円減少。

現金預金残高は１２３億円となり、前年度比１７億円増加。　　

（※）注　県民１人あたりの負債額が増加している
　　のは、負債が前年度比で減少しているものの、
　　人口が減少しているためである。

資産 負債　(※) 資産 負債

1,549 1,408 1,553 1,400
千円 千円 千円 千円

純資産 純資産
人口（H31.1.1) 141 （H30.1.1) 153

1,000,223人 千円 1,015,057人 千円

　※　　人口は住民基本台帳人口（総務省）である。

Ｈ３０ Ｈ２９

県民１人あたりの貸借対照表


